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暮
ら
し
の
情
報
誌

リ

ブ
イ

ン
' 94

ただい
ま

配布
中

2
年
に
一
度
、
区
で
発
行
し
て
い
る
「
リ
プ
イ
ン
(
わ
た

し
の
便
利
帳
)
」。
こ
の
な
か
に
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
暮

ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
ぎ
っ
し
り
っ
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

一
度
、
開
い
て
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
必
要

な
情
報
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

知
り
た
い
情
報
を

す
ば
や
く

見
つ
け
る
に
は

ま
ず
、
2
ペ
ー
ジ
を
閧
い
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
便
利
帳
全
体
を
見
渡
窰

」と

の
で
き
る
の
が
こ
の
「
も
く
じ
」で
す
。

4
ペ
ー
ジ
か
ら
7
ペ
ー
ジ
に
は
、「
具

体
例
で
見
る
さ
く
い
ん
」を
掲
載
。「
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
こ
と
」、「
高
齢
者
に

関
す
る
こ
と
」
な
ど
、
実
生
活
で
直
面

す
る
こ
と
が
ら
別
に
、
情
報
を
整
理
し

て
あ
り
ま
す
。

巻
末
の
1
2
0ペ
ー
ジ
に
は
、「
さ
く
い

ん
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
さ
く
い
ん
」

を
使
え
ば
、
例
え
ば
「
ご
み
」
や
「
ペ

ッ
ト
の
飼
い
汐

な
ど
、
普
段
私
た
ち

が
使
っ
て
い
る
言
葉
か
ら
掲
載
ペ
ー
ジ

を
探
寡

」と
が
で
き
ま
す
。

休
日
に

急
病
に
な
り

困
っ
た
ら

3
7ペ
ー
ジ
を
閧
い
て
く
だ
さ
い
。
休

日
や
準
夜
間
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
診

靫
所
と
歯
科
診
療
所
の
所
在
地
、
電
話

番
号
は
こ
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
子
さ
ん
な
ど
が
夜
、
急
に
熱
を

出
し
た
と
き
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
3
9ペ
ー
ジ
に
は
区
内
の
救
急
指
定

医
療
機
関
名
簿
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

活
用
度
N
O
.
1
!

ダ
イ
ヤ
ル
メ
モ

9
6ペ
ー
ジ
を
閧
い
て
ぐ
だ
さ
い
。
こ

こ
に
は
、
区
の
施
設
の
所
在
地
と
電
話

番
号
が
載
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
警

察
、
消
防
、
水
道
、
電
話
、
駅
な
ど
の

公
共
機
関
、
区
内
の
病
院
、
医
院
、
歯

科
医
院
の
所
在
地
と
電
話
番
号
も
掲

載
。
ま
た
、
続
く
1
1
8ペー
ジ
で
は
フ
ァ

ク
ス
番
号
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。2

年
間
大
切
に

お
手
元
に
…

区
で
は
、
区
政
情
報
を
「
あ
だ
ち
広

報
」
や
『
公
杠
あ
だ
ち
』
で
区
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
情
報
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
リ
ブ
イ
ン
」
は
い
わ
ぱ
区
政
の
百

科
辞
典
。
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
情
報
を

上
手
に
引
き
出
し
て
、
暮
ら
し
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

「
リ
ブ
イ
ン
」
は
、
㈲
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
区
内
全
世
帯
へ

現
在
配
布
し
て
い
ま
す
。9
月
2
5日
ご

ろ
ま
で
に
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
広
報
課

登
(
3
8
8
2
)
-
1
1
1

㈹

ありがとう笑顔で
かわす良いマナー
9/ 21～30日 秋の交 通安全 運動

□
す
で
に
6
千
人
以
上
の
方
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す

平
成
6
年
の
全
国
で
の
交
通
事
故
に

よ
る
死
者
数
が
8
月
1
4日
現
在
、6
千

靭
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
前
年
同
時
期

に
比
べ
て
1
7
0人
余
り
減
少
し
ま
し
た

が
、1
日
あ
た
a
3
0大
近
く
の
方
が
交

通
事
故
で
死
亡
し
て
い
る
大
変
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□
オ
ー
ト
バ
イ
、
酊
転
車
の
交
通
事
故

が
急
増
し
て
い
ま
す

区
内
で
も
8
月
1
7日
現
在
、
1
千
Ⅲ

件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
1
4

人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
オ
ー
ト
バ
イ
乘
車
中
や
自
転
車
乗

用
中
の
事
故
が
急
増
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
交
通
事
故
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
や
安
易
な
行
動
が
原
因
で
起
こ
る

も
の
で
す
。{
秋
の
交
通
安
全
運
即

を

契
機
に
、
改
め
て
}
大
ひ
と
ひ
が
交
通

安
全
に
関
心
を
持
ち
、
交
通
事
故
を
防

″蚤
し
ょ
う
。

交
通
安
全
計
画
や
交
通
安
全
運
動
に

関
す
る
こ
と
は
中
央
本
町
庁
舎
・
交
通

安
全
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

容
(
3
8
8
0
)
5
2
7
Q

″

□
自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
の
向
上
を
　

秋
の
交
通
安
全
運
動
で
は
自
転
車
`

用
マ
ナ
ー
の
向
上
が
璽
点
目
標
と
な
I

て
い
ま
す
。
最
近
、
自
転
車
を
利
用
f

る
方
の
交
通
マ
ナ
ー
の
低
下
が
原
一

で
、お
と
し
よ
り
や
若
者
の
交
通
事
`

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
愿
豕

も
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
刄

ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
1
千
住
警
察
署

g
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

昔
(
3
8
5
2

盲
-
1
0

綾
瀬
響
察
署

容
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

足立区内の交通事故発生状況( 8 月17日現在)

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
」
と
は
、
区
が
民

間
の
集
合
住
宅
を
借
n
王
げ
て
、
住
宅

に
困
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
方
に
お
貸
し
す
る
も
の
で
す
。
手
す

ひ
を
取
り
付
け
る
な
ど
安
全
に
配
慮
す

る
と
共
に
、
緊
急
時
の
通
報
シ
ス
テ
ム

や
安
否
確
認
の
た
め
の
自
動
装
置
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

入
居
資
格
=
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方・・
鳥
6
5
歳
以
上

の
単
身
で
、
区
内
に
引
き
続
き
3
年
以

上
居
住
し
て
い
る
方
/
歩
行
、着
替
え
、

入
浴
、
ト
イ
レ
、
炊
事
等
が
自
分
で
で

き
る
方
/
現
在
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
に

住
ん
で
い
て
、
立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ

て
い
'
9な
ど
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
/

平
成
5
年
中
の
所
得
金
額
が
2
3
7
万
6
千

円
以
下
の
方

募
集
戸
数
―
▽
新
築
…

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
梅
島
2
8
戸

シ
ル
バ

ー
ピ
ア
西
新
井

湎
尸

▽
あ
き
家
登

録
…
四
尸

募
集
期
間
=
9

月
1
2日

～
泗一日

※
く
わ
し
く
は
「
募
集
の
し

お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
申
込

用
紙
は
募
集
期
間
内
に
各
区
民
事
務

所
・
各
福
祉
事
務
所
・
北
千
住
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
千
住
本
庁
舎
の
高

齢
者
住
宅
係
で
交
付
し
て
い
ま
す

高
齢
者
等

家
賃
助
成
事
業

対
象
―
区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住

す
る
高
齢
者
の
み
の
世
帯
・
障
害
者
世

帯
・
ひ
と
り
親
世
帯
/
取
り
壊
し
に
よ

る
立
ち
退
膏
苳
迫
ら
れ
、
住
宅
に
困
つ

て
い
忝
方
/
区
内
の
民
間
の
質
貸
住
宅

に
転
居
し
ぷ
7
と
す
る
方

助
成
内
容
=

転
居
一
時
金
/
新
家
賃
と
旧
家
賃
の

差
額
/
契
約
更
新
料

※
世
帯
全
員
の

所
得
に
よ
る
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

(助
成
額
は
内
容
・
世
帯
人
員
等
に
よ

ひ
限
度
額
あ
り
)

高
齢
者
住
宅

あ
っ
せ
ん
等
助
成
事
業

対
象
=
高
齢
者
の
み
の
世
帯
/
立
ち
退

き
を
迫
ら
れ
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

助
成
内
容
=
住
宅
あ
っ
せ
ん
/
転
居
一

時
金

※
鬩
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
足
立
区
支
部
の
協
力
を
得
て
、
行

っ
て
い
ま
す

I

い
ず
れ
も
ト
ト

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係

容
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

高
齢
者
住
宅
改
造
費

助
成
事
業

6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、日
常
生
活

を
過
ご
t
?
凡
で
常
時
注
意
を
要
す
る

状
態
の
方
に

、
住
宅
の
改
造
費
を
助
成

し
て
い
ま
す

。

種
目
l

浴
室
(

限
度

額
3
7
万
9

千
円
)
/

玄
関
等
(
同
3
0
万
7

千
円
)
/

台
所
(

同
1
7
万
7

千
円
)
/

ト

イ
レ
(
同
m
一
万
6

千
円
)
/

居
室
(
同
4
9

万
円
)

※
世
帯
所
得
に
5

じ
自
己
負

担
金
が
あ
り
ま
す

。
ま
た
、
借
家
等
の

方
は
家
主
の
承
諾
が
必
要
と
な

り
ま

す

。
ご
希
望
の
方
は
、
改
造
前
に

管
轄

の
各
福
祉
事
務
所
(

左
表
)

に
ご
相
談

く
だ
さ
い

福祉事務所一覧

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発 行
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古
千
谷
・
舎
人
地
区
の
皆
さ
ん
へ

住
居
表
示
を
予
定
し
て
い
ま
す

区
で
は
。
日
常
生
活
上
便
利
な
町
に

な
る
ぶ
つ
に
、
住
居
表
示
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
区
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
、
区
内
の
約
9
5
%の

区
域
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
次
の
地
区
の
住
居
表
示

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
地
区
=

古
千
谷
三
・
四
・
五
丁
目
、
舎
人
二
・

三
丁
目
、古
千
谷
町
、入
谷
町
の
一
部
、

舎
人
町
の
一
部
、
舎
人
一
丁
目
の
一
部

実
施
予
定
日
―
平
成
7
年
7
月

※
事

前
調
査
の
た
め
、
区
役
所
の
腕
章
を
つ

け
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
先
―
中

央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
1
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室

　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表1　 水 洗 化 可 能 地 域

千
住
本
庁
舎
地
下

駐
車
揚
の
お
休
み

清
掃
・
庁
舎
点
検
の
た
め
9

月
2
4日

(
土
)
、
1
0
月
8

日
(
土
)
は

、
地
下
駐

車
場
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

問

先
l

ま
ち
づ
く
り
公
社

(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

営

業

用

は

か

り

の

検

査

取
り
引
き
や
、
証
明
に
使
用
す
る
「
は

か
り
」
は
、
2
年
に
1
回
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
小
売
業

や
金
融
業
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
「
は

か
り
」
は
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
期
間
=
集
合
検
査
・
:
9
月
1
9

日
～
1
0
月
2
8
日
、
巡
回
検
査
(
電
気
式

は
か
り
)
:
1
1
月
1
日
～
1
2
月
2
2
日
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時

3
0
分
場
所
=
区
内
2
5
ヵ
所
費
用
=

1
台
に
つ
き
5
0
0
円
～
千
円
程
度
※
す

で
に
提
出
済
み
の

ぽ
か
り
」
に
っ
い

て
は
、
別
途
(
ガ
キ
に
よ
り
、
検
査
日

な
ど
の
連
絡
を
し
ま
す

問
先
p
都
・

計
量
検
定
所
検
査
課

(
5
4
7
0
)
6
6
3
8

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

安
心
で
便
利
な

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健
康

保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座
振
鰆
を

利
用
す
れ
ば
。
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け
て
忙
し
い
毎
日
が
ス
ッ
キ
リ
安
心
で

す
。

申
込
=
預
金
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
(
郵
便
局
を
除
く
)
ま
た
は
区
担

当
課
窓
口
、
各
区
民
事
務
所
に
、
預
金

通
帳
と
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
誨

を
持
参

問
先
=
特
別
区
民
税
・
都
民

税
・
:納
税
課

(
3
8
8
0
)

5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
料
:

山
民
健
康
保
険

課
(
3
8
8
0
)

5
1
3
3

国
民
年
金
保
険
料
-

:
国
民
年
金
課

　
(
3
8
8
0
)
[
{

り
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央

衣
町
庁
忿
で
す

口
座
振
替
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

学童保育室の

非常勤職員

募集

保
母
ま
た
は
教
員
資
格
を
持
つ
方

で
、学
童
保
育
室
指
導
員
と
し
て
働
く

意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。勤

葯
日
数
・
時
間
=
週
4
～
5
日
、午
前

1
0時
3
0分
～
午
後
5
時
1
5分

勤
務
先
9

興
本
小
学
校
内
興
本
学
童
保
育
室

(扇
3
1
2
2
1
1
)

募
集
人
数
=
1

人

給
与
エ
J
万
1
千
円
(
交
通
費
支

給
、
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
等
加
入
)

申
込
―
中
央
本
町
庁
舎
・
住
区
施
設
課

へ
履
歴
書
持
参
(
自
筆
で
写
真
添
付
)

期
限
=
9
月
2
0日

申
・
問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
学
童
保
育
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
1

区 議 会

第3 回定例会日程

区
議
会
第
3
回
定
例
会
は
、9
月
1
6

日
(
金
)
か
ら
1
0月
2
1日
(
金
)

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
お
よ

び
委
員
会
(
決
算
特
別
委
員
会
を
除

く
)
は
傍
聴
で
き
ま
す
。
な
お
、
傍

聴
席
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

本
会
議
1
9
月
1
6・
1
9・
2
0・
2
6日

お
よ
び
1
0月
2
1日
、
い
ず
れ
も
午
後
1

時
か
ら

委
員
会
=
総
務
委
員
会

…
9
月
9
1一日

区
民
委
員
今
:
9
月
2
2

日

建
設
委
員
会
…
9

月
2
7日

厚
生
委
員
会
…
9
月
2
8日

文
教
委

図
会
…
1
0
月
H

日

都
市
環
境
委
員

会
…
1
0
月
1
7
日

本
庁
舎
跡
利
用
建

設
計
画
調
査
特
別
委
員
会
…
1
0
月
1
9
　

い
ず
れ
も
午
後
1

時
3
0
分
か
ら

交
通
機
関
誘
致
対
策
特
別
委
員
今
・・
1
0

月
1
8
日

、
午
前
9

時
3
0
分
か
ら

決
算
特
別
委
員
会
・・・
9
月
2
9
・
3
0
日

お
よ
び
1
0
月
3

・
4

・
6

・
7

日
　

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か
ら

問
先
り
千
住
本
庁
舎
・
区
議
会
事
務

局

　
(
3
8
8
2
)

―
―
―
―
㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
4
)

徳
川
幕
府
が
統
治
の
基
盤
と
し
た

身
分
制
度
に
つ
い
て
は
、
前
回
述
べ

ま
し
た
が
、
で
は
、
幕
府
は
体
制
維

持
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を

用
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

幕
府
は
、
農
民
か
ら
と
り
た
て
た

年
貢
を
、
財
政
的
な
基
盤
と
し
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
幕
藩
体
制
の
経

済
は
、
米
が
中
心
た
っ
た
わ
け
で

、

農
民
か
ら
の
年
貢
米
に
頼
み
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
の
で
す
。

と
き
に
は
、「
七
公
三
民
」と
い
う

無
茶
な
と
り
た
て
も
、
行
わ
れ
た
よ

う
で
す
。

「
公
」
は
幕
府
や
藩
で
、「
民
」
は

農
民
の
こ
と
で
す
。

ま
し
て

、当
時
の
こ
と
で
す
か
ら
、

風
水
害
、
干
害
、
病
虫
害
な
ど
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
と
。
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
、
そ
の

ツ
ケ
は
農
民
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。

こ
う
し
た
非
人
間
的
な
扱
い
や
苦

汁
に
満
ち
た
生
活
に
耐
え
か
ね
た
農

民
の
中
に
は
、
直
訴
や
免
租
、
減
租

の
嘆
願
運
動
を
す
る
者
も
あ
ら
わ
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
は
一
揆
に
発
展

す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で

、
幕
府
は
政
策

的
に
農
工
商
の
懐
柔
策
と
し
て
、
特

に
賎
民
身
分
に
対
す
る
差
別
を
I

め
、職
業
、住
居
、結
婚
を
は
じ
め
、

服
装
や
髪
形
ま
で
制
限
す
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
自
由
を
奪
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
差
別
の
強
化
に
よ
り
、

農
民
や
町
民
に
「
自
分
達
よ
り
も
私

つ
と
つ
ら
い
身
分
の
者
が
い
る
の
が

か
ら
、
今
の
苦
し
い
生
活
も
我
慢
」

よ
う
」
と
い
う
、
あ
き
ら
め
と
服
詐

の
意
識
を
う
え
付
け
た
の
で
し
た
。

部
落
差
別
は
。
自
然
に
で
き
た
ら

で
は
な
く
、
支
配
者
の
政
策
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
お

わ
か
り
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
キ

す
。

O
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
″

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
m

当
へ
。

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

関
屋
駅
・
牛
田
駅
周
辺

区
で
は
障
害
者
や
高
齢

者
、
子
供
が
安
心
し
て
歩
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

放
置
自
転
車
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。
駅
周
辺
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁

止
区
域
に
指
定
し
、
禁
止
区

域
内
の
放
置
自
転
車
は
区
が

撤
去
し
て
自
転
車
移
送
所
へ

運
び
保
管
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
を
引
き
取
る
時
は
2
千

円
を
徴
収
し
ま
す
。
ま
た
、

撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と

処
分
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

。
通
動
・
通
学
な
ど

で
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は

自
転
車
置
き
場
に
置
い
て
く

だ
さ
い

。
足
立
郵
便
局
隣
に

あ
る
関
屋
自
転
車
駐
車
場
は

1
日
利
用
(
1
0
0円)
も
で
き
ま
す
。

自
転
車
に
は
防
犯
登
録
を
す
る
と
と

も
に
必
ず
住
所
と
名
前
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
区
営
駐
車
場

関
屋
自
転
車
駐
車
場
(
千
住
曙
町
4
2
1
1
)

　
(
3
8
7
9
)
2
3
2
5

マ
放
置
自
転
車
移
送
先

中
央
本
町
移
送
所
(
足
立
4
-
1
6
1
1
9

先
)

□
綾
瀬
三
丁
目
無
料
駐
輪
場
を
一
時

閉
鎖
し
ま
す

施
設
拡
張
と
整
備
の
た
め
、1
0月
1

日
か
ら
一
時
閉
鎖
し
ま
す
。
再
開

後
は
登
録
制
の
有
料
と
な
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
綾
瀬

三
丁
目
9
番
(
東
綾
瀬
公
園
隣
)
に

有
料
自
転
車
駐
輪
塲
が
1
0月
1
日
か

ら
新
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

投
票
所
と

投
票
所
事
務
従
事
者
の
数

選
挙

豆

知

識

投
票
を
行
う
単
位
と
な
る
区
域
を

投
票
区
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票

区
に
1
ヵ
所
ず
つ
投
票
所
を
設
け
て

い
ま
す
。
投
票
所
は
、
皆
さ
ん
が
投

票
し
や
す
い
よ
う
に
、
地
域
の
形
態

な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
を
考
慮

し
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
決
め

て
い
ま
す
。
現
在
、
足
立
区
に
は
投

票
所
が
7
5ヵ
所
あ
り
ま
す
。
昨
年
の

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
は
、

東
京
都
全
体
で
は
約
1
千
8
0
0力所
、

全
国
で
は
約
5
万
2
千
ヵ
所
の
投
票

所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
投
票
所
の

事
務
従
事
に
は
、
足
立
区
で
約
1
千

人
、
東
京
都
全
体
で
約
3
万
人
、
全

国
で
は
約
5
8万
人
が
携
わ
り
ま
し

た
。

―
参
考
―

毎
年
9
月
1
日
現
在
で
選
挙
人
名

簿
の
登
録
(
定

時
登
録
)
を
行

つ
て
い
ま
す

が
、
今
年
の
名

簿
登
録
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
性
…
2
5
4

、0
4
5
人

女
性
・・・
2
4
6
、3
8
5
人

計
5
0
0

、4
3
0
人

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
選
挙
管
理
`

員
会
事
務
局

(
3
8
8
2
)

―
―
I
I
㈹
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保
健

ガ
イ

ド

自
分
を
愛
せ
な
い
あ
な
た
へ

悩
み
を
仲
間
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

虐
待
や
過
食
・
拒
食
で
苦
し
ん
で
い

る
方
、
独
り
で
悩
み
続
け
な
い
で
仲
間

と
出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
(
秘
密
は
守

り
ま
す
)
。

日
時
=
毎
月
第
1
3

木

曜
日
、午
後
2
時
～
3
時
3
0分

費
用

―
無
料

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健

相
談
所

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

障
害
児
・
在
宅
高
齢
者
の
方
へ

歯
科
診
療
を
行
い
ま
す

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
儿
毋
週
木
・
土
曜
日
、
午
前
9
時

～
午
後
1
時
(
祝
日
、
年
末
年
始
奮
陬

く
)

場
所
=
足
立
区
歯
科
医
師
会
口

腔
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住

の
1
8歳
未
満
の
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ

る
方
/
診
療
場
所
ま
で
通
院
可
能
な
方

(ご
家
族
の
同
伴
が
必
要
で
す
)

※

重
度
の
万
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。日
程
=
火
～
土
曜
日
(
日
時

は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)

対
象
=
区

内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
の

方
/
在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

※
申

し
込
み
受
け
付
け
後
、
本
人
の
健
康
状

驟
や
歯
の
状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
行

う
た
め
、
診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度

の
日
数
が
か
か
り
ま
す

-
い
ず
れ
も
ト
ト

申
込
l
毎
週
火
～
土
曜
日
、午
前
9
時

3
0分
1
正
午
、
午
後
1
時
～
3
時
3
0分

(祝
日
・
年
末
年
始
奮
瞞
く
)
に
、
電

話
で
甲
し
込
み

費
用
=

保
険
診
療

申
・
問
先
=
足
立
区
歯
科
医
師
会
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー
(
足
立
区
歯
科
医
師
会

館
2
階
)

　
(
3
8
8
2
)
3
8
8
2
F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

健
康
づ
く
り
講
演
会

老
人
痴
呆
の
予
防
と
介
護

身
近
な
人
が
痴
呆
(
ち
ほ
う
)
に
な

っ
た
り
、
そ
の
疑
い
が
あ
る
時
ど
う
し

た
ら
い
い
か
、
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ

う
。
日
時
1
9
月
y
一
日
(
水
)
、
午
後

2
時～
4
時
講
師
=
関
山
寛
治
氏

(み
さ
と
協
立
病
院
精
神
科
医
師
)

定
員
=
5
0人

費
用
―
無
料

申
込
9

電
話

塲
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

□
消
化
器
が
ん
検
診
(
冐
が
ん
・
大
腸

が
ん
)

検
診
日
・
場
所
=
表
2

対
象
汢
一丿歳

以
上
の
区
民

申
込
h
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
検
診
日
、
場

所
(
第
3
希
望
ま
で
)
、
消
化
器
が
ん
検

診
希
望
と
明
記

期
限
=
1
0月
に
受
診

を
希
望
す
る
方
は
9
月
2
0日
。
1
0月
、
H

月
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
受
診
希

望
の
前
月
2
0日

※
受
診
票
は
、
検
診

月
の
前
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

□
女
性
が
ん
検
診
(
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
)

対
象
=
3
0歳
以
上
の
区
民

場

所
=
区
内
契
約
医
療
機
関

受
診
日
―

受
診
票
の
指
定
期
間
内
に
受
診
医
療
機

関
と
相
談
の
う
兄
、受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
成
人
健
康
診
査

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
に
つ

い
て
調
べ
る
基
本
的
な
も
の
で
す
。

対
象
=
4
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
4
年
4

月
1
日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

場
所
=
区
内
契
約
医
凍
機
関

受
診
期

間
―
翌
年
3
月
ま
で

―
―
い
ず
れ
も―
―

(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
。

性
別
、
電
話
番
号
、
検
診
名
を
明
記
。

受
診
票
と
案
内
を
お
送
り
し
ま
す

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防

係

〒
圀
千
住
1
1
4

ム
'一

(
3
8
8
2
)
―
―
I
I
㈹

表2　 消化器がん検診日程

食
生
活
講
演
会

成
人
病
を
予
防
し
、
高
齢
期
を

す
こ
や
か
に
迎
え
る
た
め
に

日
時
ふ
…
一
月
3
日
(
月
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
―
区
内
在
住
・

在
動
の
方

講
師
=
桂
き
み
よ
氏
(
聖

徳
大
学
短
期
大
学
部
教
授
)

定
員
=
6
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

場
・

申
・
問
先
=
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
方
へ

フ
ァ
ミ
リ
ー
学
級

日
時
=
9
月
2
2
日
(
木
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
対
象
―
初
め
て
赤
ち
ゃ
ん

を
迎
え
る
ご
夫
婦

内
容
=
講
演

ご

ど
も
の
成
長
と
親
の
役
割
」、
実
習
「
赤

ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
」

費
用
=
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ま
だ
あ
る
感
染
の
危
険

結
核
予
防
週
間

9
月
2
4～
3
0日

□
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
　

結
核
の
初
期
は
、
か
ぜ
の
症
状
に
似

て
い
ま
す
。
せ
き
、
た
ん
、
胸
痛
、
血

た
ん
(
か
つ
血
)
が
続
い
た
り
、
微
熱
、

体
が
だ
る
い
な
ど
の
状
態
が
長
引
く
と

き
は
、
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

□
だ
れ
に
で
も
感
染
の
危
険
が

結
核
は
、病
気
の
人
の
せ
き
、た
ん
、

く
し
ゃ
み
な
ど
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
発
病
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。
区
内
で
は
、
毎
年
2
0人
前

後
の
方
が
死
亡
し

、S
大
ほ
ど
が
新
た

に
発
病
、
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
発
病
予
防
に
B
C
G
接
種

区
で
は
、3
ヵ
月
児
健
診
で
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
検
査
を
行
い
、
必
要
な
子
供
に

は
B
C
G
を
接
種
し
て
い
ま
す
。
4
歳

未
満
の
お
孑
き
ん
で
、
L
度
も
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
検
査
を
受
け
て
い
な
い
場
合

は
、
管
轄
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
早
期
発
見
に
は
胸
部
X
線
検
査
を
　

保
健
所
・
保
健
相
談
所
や
住
区
セ
ン

タ
ー
奮
竝
場
と
す
る
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
で
、
結
核
の
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。1
年
に
I
回
は
、必
ず
受
診

す
る
ぷ
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

敬
老
の
日

高
齢
の
方
に
区
内
の
銭
湯
を
無
料
開
放

日
時
1
9
月
1
5日

場
所
=
区
内
の
各

銭
湯

対
象
=
6
5歳
以
上
の
方

申
込
=

当
日
、
番
台
で
年
齢
を
告
げ
て
く
だ

さ
い
(
証
明
書
は
不
要
)

※
1
0月
1

日
(
区
民
・
都
民
の
日
)
は
、
区
民
全

員
が
対
象
の
無
料
開
放
を
予
定
し
て
い

ま
す

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
健
康
管

理
課

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
足
立
肢
体
不
自
由
者
父
母
の
会
バ

ザ
ー
9
月
2
5
日
(
日
)
、午
前
m
一
時
～

午
後
2
時
/
竹
の
塚
障
害
福
祉

館
/
日
曜
雑
貨
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
/
渡
辺

(
5
6
9
7
)
0
8
8
6

☆
バ
ザ
ー
1
0
月
2
日
(
日
)
、
午
後
1

時
1
2
時
3
0分
/
老
人
ホ
ー
ム
し

ま
ね
園
/
物
品
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
/
し
ま
ね
園

(
3
8
8
5
)
4
6
0
1

☆
第
一
回
薬
草
勉
強
会

鹿
沼
野
外

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね

て
の
勉
強
会
1
0
月
2
(
日
)

午
前
8

時
1
0分
、
北
千
住
駅
西
ロ
ミ
ド
リ

ヤ
前
集
合
/
大
人
3
千
3
0
0円
、
子
ど

も
2
千
沺
円
/
主
催
=
社
団
法
人
足

立
区
薬
剤
師
会
/
寺
山
薬
局

(
3
8
8
3
)
3
6
6
6

矢
作
薬
局

(
3
6
0
5
)
1
2
2
6

☆
講
演
会
『
ア
カ
国
語
で
話
そ
う
』
9

月
1
7日
(
土
)
、
午
後
2
時
3
0分

～
4
時
3
0
分
/
生
涯
学
習
館
/
無

料
/
石
本

(
3
6
0
2
)
6
5
5
1

=
募
集
=

☆
看
護
婦
募
集

肢
体
不
自
由
者
通
所
施
設
「
梅
島
あ

か
し
あ
の
冢
」
で
は
看
護
婦
を
募
集

し
て
い
ま
す
/
梅
島
あ
か
し
あ
の
冢

　
(
3
8
4
9
)
8
8
2
0

☆
ら
く
ら
く
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

毎

週
月
・
水
曜
日
/
月
・
:
午
後
7

時

～
8
時
、
水
…
午
後
3
時
～
4
時
/

す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
他
/
子
ど

も
、
初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
/
月

額
4
千
円
/
高
崎

3
6
2
9
)
6
9
3
0

☆
太
極
拳
(
楊
心
会
足
立
支
部
)
毎

週
土
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
中

央
本
町
セ
ン
タ
ー
他
/
初
心
煮

そ

の
他
の
曜
日
有
り
/
入
会
金
3
千

円
、
月
額
3
千
円
/
安
成

(
3
8
4
0
)
6
7
4
0

☆
健
康
リ
ズ
ム
体
操
(
コ
ス
モ
ス
)

毎
週
水
曜
日
、
午
前
1
0時
～
1
1‥時
3
0

分
/
青
年
セ
ン
タ
ー
他
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
円
/
古
屋

(
3
8
～
)
2
3
4
7

☆
舎
人
ミ
セ
ス
サ
。力
-
部
毎
週

土
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
、

入
谷
中
央
公
園
/
隔
週
木
曜
日

、
午

後
7
時
～
9
時
、
入
谷
中
学
校
/
独

身
者
も
歓
迎
/
無
料
/
秋
田

3
8
5
5
)
4
7
8
7

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
描
く
会
　

(
白
芽
会
)
毎
月
第
1
、第
y
火

曜
日
、午
後
6
時
～
9
時
/
綾
瀬
地

区
の
区
立
施
設
/
入
会
金
無
料
、
月

額
2
千
円
/
木
村

(
3
8
4
0
)
7
9
9
4

☆
俳
句
教
室
(
三
丸
俳
句
会
)
毎

月
第
2
木
曜
日
、午
後
1
時
～
4

時
/
青
年
セ
ン
タ
ー
他
/
初
心
者
歓

迎
/
入
会
金
千
円

月
額
7
0
0円/
佐

藤

　
(
3
6
0
5
)
4
5
3
2

☆
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
月
2

回
、
午
前
1
0
時
～
正
午
ま
た
は
午
後

6
時
3
0
分
～
8
時
/
中
央
本
町
セ
ン

タ
ー
他
/
成
人
の
方
/
基
本
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す
/
入
会
金
2
千
円
、

月
額
1
千
8
0
0円/
清
水

(
3
8
4
8
)
4
7
1
5

健 康あ ・ら・かると

水道水をおいしく
飲もう!

―
生
活
衛
生
編
―

「
水
道
水
は
ま
ず
い
」
と
い
う
踟

が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
夏
場
は
水
温

が
高
く
な
る
た
め
、
特
に
カ
ル
キ
臭

や
カ
ビ
臭
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
多
く
の
浄

水
器
や
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
売

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
中
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

し
か
し
、
水
道
水
は
本
当
に
ま
ず

く
て
飲
め
な
い
と
思
い
ま
す
か
9
。

今
年
、
保
健
所
で
区
民
の
方
に
利

き
水
テ
ス
ト
を
し
ま
し
た
。
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
2
種
類
と
水
道
水
、

湯
冷
ま
し
の
4
種
類
の
水
を
冷
や
し

て
、
ど
れ
が
お
い
し
い
水
か
を
き
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
半
数
9
(
が

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
1
番
お
い

し
い
と
答
え
ま
し
た
。
し
か
し
湯
冷

ま
し

。
ま
た
は
水
道
水
が
1
番
と
答

え
た
人
も
半
数
も
い
ま
し
た
。

水
を
お
い
し
く
感
じ
る
条
件
は
、

(
1
)
臭
い
や
味
に
異
常
を
感
じ
な
い
、

(
2
)
カ
ル
キ
臭
が
気
に
な
う
な
い
、(
3
)

水
温
1
0
度
～
1
5
度
、の
1
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
水
を
お
い
し
く
飲
む
た

め
に
次
の
こ
と
を
た
め
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

「
水
道
水
を
1
分
以
上
沸
騰
さ
せ
、

冷
や
し
て
か
ら
よ
く
か
き
ま
ぜ
る
」3

分
以
上
沸
騰
す
る
と
カ
ル
キ
臭
や

カ
ビ
臭
は
除
去
さ
れ
、
か
き
ま
ぜ
る

と
水
は
酸
化
さ
れ
う
ま
味
が
加
わ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
作
っ
た
水

と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
浄
水
器

の
水
を
冷
や
し
て
飲
み
比
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

お
金
を
か
け
な
く
て
も
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
水
道
水
を
お
い
し
く
で

き
ま
す
。
な
お
、
保
健
所
で
は
水
に

つ
い
て
の
相
談
を
い
つ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

。

(保
健
所
・
環
境
衛
生
監
視
員
)
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あだちまつり

A

-

Fe s

t

a

' 94
来ると ラッキー! 遊ぶとハッピー! !

10月8 日(土)・9日(日)　虹の広場(荒川河川敷)・北千住駅西口等
『A ―Fest a' 94 』開催まであと1 ヵ月。

今年は「来るとラッキー! 遊ぶとハッピーyy」

をテーマに、あだっちポールやスタンプレー

ス、哭敲あげ、ふれあい動物園など、皆さん

か見て、参加して、遊べるイベントを多数用

意しています。今回の特集では、イベントや

ステージに参加する区民の皆さんにご登場い

ただき「A 一Fest a 」にかける期待や意

気込みをお聞きしました。

※イペント等のくわしい内容は、rあだち広

報』9 月25日号でお知らせします。

□ A- Fest a' 94 … あ゙ だち。のA と、
イタリ ア語で ま゙ つりs を意味 する
Fest a を組み合わせたr あだちま
つり」の名称です。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
、お
孫
さ
ん
ま
で

み
ん
な
で
聞
き
に
来
て

ス
テ
ー
ジ
参
加
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド

「
D
R
2

」の
リ
ー
ダ
ー

相

楽

弘

毅
さ
ん
(一
ツ
家
四
丁
目
)

心
ど

も
と

み
加
な
で
集
ま
っ
て
何
か

を
爬
つ
た
り
、
ワ
イ
ワ
イ
や
つ
ア
々
句
の

が
大
好
き
。
区
民
ま
つ
り
に
も
。
今
回

で
6

回
目
の

笋
加
に
な
り
ま

す
。

ボ
ク
ら
の
バ
ン
ド
は
、
ど
‘
'
ら
か
と

い
う
と
バ
ラ
ー
ド
系
の
曲
が
多
い
の
だ

け
れ
ど
、
前
回
か
ら
子
ど
も
向
け
テ
レ

ビ
や
ア
ニ
メ
の
歌
'
″
取
又
れ
て
歌
っ

て
い
ま
す
。
大
人
か
ら
子
y
も
ま
で
、

み
ん
な
が
歌
气
と
て
叭
薬
し
い
ス
テ

1
ジ
に
な
ひ
ま
レ
t
。
今
、
ま
つ
り
に

向
け
て
A
I
F
e
s
t
a
の
歌
も
制
作

中
。
で
農
政
当
日
会
場
で
ご
披
露
し

た
い
と
恵
っ
て
い
搴
y
。

時
間
と
お
暇
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
、
ボ

ク
ら
の
歌
'
″
鬩
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
お
も
い
っ
き
り
歌
っ
て

、
ま
つ

ひ
そ
歴
Q

ぶ
¥
C

よ
う
。

相楽弘毅さん( 右) と
メンバーの杉山美紀さん

昨年の「DR2 」のステージ

で
き
れ
ば

2
連
覇
を
目
指
し
ま
す

あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
で
昨
年
優
勝
し
た

「
足
立
ト
ン
ナ
ン
」チ
ー
ム

奈
良
井

喜
邦
さ
ん
(
弘
道
一
丁
目
)

『足
立
ト
ン
ナ
ン
』は
。郵
便
番
号

m
一
の
特
定
郵
便
局
の
局
長
で
S
r
逅

チ
ー
ム
。
区
内
郵
便
局
?
ほ
、
命
蔀
で

6
チ

ー
ム
か
参
加
し
弃
し
た
。

昨
年
は
、ル
ー
ル
も
よ
く
分
か
ら
す

、

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
9

蔡
)

賞
で
も
と

れ

れ
ぱ
と
思
っ
て

夢
加
し
た
と
こ
ろ

、
優

勝

。
驚
き
羈
レ
た
ね

。

な
に
し
ろ
一
番
若
幸
か
4
0
代
後
半
。

勝
負
と
い
う
の
は
や
っ
て
み
尽
び
れ
ぱ

分
か
り
ま
せ
ヘ
ー
茗
い
た
だ
き
、

楽
し
い
祝
聨
僉
奮
尽
'
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
串
蠏
や
練
習
裝
″
ほ
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
y
`
つ
せ
な
ら
今
年
も
優

勝
を
ね
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
李
y
。

ゲ
ー
ム
が
始
ま
っ
て
り
攀

入
ぱ
羅
我

夢
中
。
と
て

叺
薬
し
い
。
ぜ
ひ

、
皆
さ

ん
も
応
揖
に
来
て

く
だ
さ
い
。
思

わ
ず

参
加
し
て
み
た
く
な
¥

罟

よ

。

※ あ だっちボール
ド ッチボールからヒントを辱た
足立区発祥のオリジナルゲーム。
ボールの代わりに特製の 枕゙。を
使用します。昨年のA- Fest &
には、19チームが参加しました。

奈良井喜邦さん

広々とした河川敷
そして、地元で歌える喜びを感じています

ア
メ
リ
カ
民
謡
等
演
奏
の

双
子
の
ボ
ー
カ
ル
バ
ン
ド

「
ロ
ビ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

」

田
村
代
志
巳
さ
ん

(
千
住
五
丁
目
)

ま
つ
り
の
兪
場
は
、
我
が
家
の
ス
グ

a
と
罪
の
先
。
昨
年
、
初
め
て
参
加
し
`

C

た
が
、
広
々
と
し
た
河
川
敷
で
閲

放
的
な
蕁
脯
佩
に
浸
っ
て
!

忿

の
が

魅
力
。
し
か
も
、
地
元
7
砥
4
Q

、
そ

れ
が
何
よ
叺
嬉
し
い
。

私
た
ち
か

演
奏
す
る
の
は
、
主
に
ア

メ
リ
カ
民
節
の
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス

。
倒
X

ば
『
お
じ
い
さ
ん
の
古
時
豺
』
な

ど
石

こ
の
部
類
。
自
分
で
雲
う
の
私
な
ん
で

す
か
、
バ
ン
ド
の

売
a
a

、
ギ
タ
ー
や

マ
ン
ド
リ
ン
が
奏
で
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
サ
ウ
ン
ド
と

、我
々
兄
弟
が
』
つ
「
双

子
の
(
I

モ
ニ
J

。

明
る
く
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
t
9
た

め
、帰
宅
し
て
か
ら
日
々
練
習
に
励
ん

で
い
零
y
。好
癶
)
、私
た
ち
の
屓
奏
か
蘭

き
に
来
て
く
だ
さ
い
。荒
川
の
風
も
さ

わ
や
か
で
y
よ
、お
待
ち
し
て
い
李
す
。

田村代志巳さん( 右) ・比佐巳さん

キミもまつりの
スターだ! !

こども カラ オケ大 会

参加者募集

の
ど
に
自
信
の
あ
る
お
子
声ん
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
程
I
四
月
8
・
9
日

場
所
―
虹
の

広
場
(
荒
川
河
川
敷
)
特
設
ス
テ
ー
ジ

対
象
L
区
内
在
住
・
在
学
の
中
学
1
年

生
ま
で
の
男
女

申
込
L
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

、

当
日
慝
っ
曲
名
(

歌
手
名
)

謇
萌
記

期
限
-
9

月
仔

簡

茘

竇
-

岡
日

各
1
0人

申
・
問
先
―
中
央
本
町

庁
舎
・
地
域
振
興
課
育
馬
佩

(
1
0
)
?
!

記
念
グ
ッ
ズ
発
売
中

ま
つ
り
の
P
R
と
資
金
s
勳
膏
鷽
ね

て
チ
ャ
ッ
プ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
T
シ

ャ
ツ
(
F
枚
千
罰
円
)
、
タ
イ
タ
ッ
ク
(
徊

円
)
、
ピ
ン
プ
ロ
ー
チ
(
5
0
0
円
)
奎
雕
売

し
て
い
李
y
。発
布
埔
所
L
中
央
本

町
庁
舎
―
階
・
地
域
振
興
課
青
馬
佩
　
(
3
a
o
)

―

タイタック( 左) と
ピンブローチ

あだ ちまつ り

A

-

f est a ' 94

に関するお問い合わせは

足立区 民まつり委員会事務局

( 中央本町庁舎・ 地域振興課

育成係)

3880- 5173

あだち公園物語
( 2) 平野さくら公園
( 平野2- 2- 25)

ト
イ
レ
の
上
に
は
野
草
が
植
え
ら
れ
て
い

る

トイレの上は
小鳥のオアシス

カ
ン
カ
ン
β
差
し
が
厳
し
い
。公
聞

犯
`
木
も
、幾
分
う
な
だ
れ
気
味
。公

園
に
設
け
ら
れ
た

。
ゲ
ー
ト
ボ
ト
ル
広

場
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
凡
も
卮

大
に
さ

ら
a

れ
乾
膏
荅

つ
て
い
る
。

元
斷
t
`
亂
の
炙
縦

ト
イ
レ
の
上
に
涼
し
げ
に
揺
れ
る
。
ツ

ワ
フ

彳
や
ヨ
シ
の
葉
。
こ
の
「
平
野
さ

く
ら

公
!

は
、
ト
イ
レ
の
扁
卜
葯
1
5

㎡
に
、
十
蒭

盛
り
、
野
堊

螽

瓦

、
池

亘
再就職セミ ナー

『 今 、働こ う と する

女性へ』

仕
事
に
出
た
い
と
思
っ
て
も
、
自
信

が
な
い
、
向
か
ら
乖
を
つ
け
た
ら
い
い

か
が
分
か
ら
な
い
と
り
つ
女
性
の
方
。

再
就
職
の
厳
し
い
現
状
を
知
り
、
自
分

の
能
力
や
環
糲
奮
見
つ
め
、
具
体
的
な

仕
事
探
し
の
き
っ
か
け
づ
く
ひ
夸
の
ざ

し
琢
y
。
日
穆
辱
-
下
麦
{
y
珊
り

対
象
L
女
性
の
区
民
定
員
1
3
0
人

費
用
=
無
料
申
込
t
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
晒
番
号

。
希

望

糯
由
、
「
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
希
望
を

明
記
(

―
拏
か
ら

学
齢
前
の
芻
子
さ
ん

の
保
育
を
希
琴

ゑ

方
は

、
お
i

兄

の
名
前
、生
年
月
日
も
お
書
彙
ン
`
だ
さ

い
。9
月
2
7
a
に
保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
)
期
限
=
9
月

1
9
日
必
着
塲
・
申
・
問
先
L
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー
〒
旧
梅
田
7
-
3
3
-
l
　

(
a
)
a
2
2

再 就 職 セ ミ ナ ー 日 程 等
※ 9月27日( 火) は保育オリエンテーション

※ いずれも火曜日、午前10畤～正午( 10/ 21のみ金曜日)

住
宅
修
繕
な
ど
を
お
考
え
の
方
へ

住
ま
い
の
増
改
築
・
修
挙

な
ご
蛋
お

考
浹

芳

に

、
区
が
窓
口
と

な
り

、
足

立
区
民
宅
相
献
セ
ン
タ
ー
(

区
内
建
築

業
者
団
体
)
へ
施
工
業
者
の

あ
っ
せ
ん

を
俄
頼
し
零
瓦

屋
根
・
塀
の

蟒
理

、

壁
の

塗
り
替
え

、
俗
室
や

台
所
の

改

修
・
増
改
築
な
ど
の
ほ
か

、
家
屋
の

簡

単
な
修
蹲
で
も

。
お

気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

。

申
込
―
電
話

申
・

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
区
民
相
談
蚕
　
(
1
2
)
1
1
1
1

㈹

高齢社会を考える講座

「私らしい老いを生きる」

今
や
人
生
8
0
年
時
代
、老
い
は
誰
に

も
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で

す
。講
座
で
は
、女
性
も
男
性
も
高
齢

期
豪
人
間
や
レ
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め

の
生
き
万
や
考
え
が
等
に
つ
い
て
、女

性
問
題
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
膏
汞

す
。ま
だ
若
い
か
ら
関
係
な
い
と
思
っ

て
い
る
万
や
男
性
も
、ぜ
ひ
ご
参
即
く

だ
さ
い
。日
覆
巧
l
下
賣
り
と
お
り

彗
T
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

霆
具
=
4
0
人
一
用
=
無
科
申
込
=

任
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、̀
年
嶇
、

電
話
番
号

、
希
黛

榴
由

、
講
晋

霎

明

配

期
限
=
9

月
1
9
日

必
書

場
・

甲
・
問
先
L

女
性
露
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3梅
田
7
-
3
3
-
1

(
a
)
5
2
2
2

高齢 社会を 考え る 講 座日 程表

※ いずれも木髏日、午笹68530: 分～8時30分

空
き
地
は
早
め
に
草
刈
り
を

枯
れ
矗

草
は

、
落
ち
た
糯
で

翌
年

素

生
い
鄂

芻

ほ

で
な
く
、
枯
れ
た

雑
草
が
火
災
の
原
因
～

息

吹
で

す
。
ゆ
曹

塾

噐

肓

・
管
理
し
て

い
る

方
は

、
早
め
の
草
刈
n
を
お
願
い

し
ま

す
。
ま
た
、
水
と
緑
の
公
社
で
は
、
草

刈
n
龝
の
貸
し
出
し
&
覃
を
行
つ
て

い
ホ
y
。
`
舶
用
く
だ
さ
い
。

申
先
↓
笞
練
の
公
社

(
a
8
)
?
2
6

問
先一
千
住
本
庁
舍
・
緑
化
係

(
3
1
)
1
1
1
L

㈹

地
盤
液
状
化
対
策
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た

区
で
ほ
「
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
重
点
旆
策
の
一
つ
と
し
て

取
り
哂
`
で
い
ま
す
。
こ
の
I
`
7
じ

て
、
地
震
が
起
き
た
時
の
、
建
簗
物
の

地
盤
液
状
化
現
象
対
策
に
つ
い
て
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
声
い
た
。
こ
れ

は
、
滌
築
計
画
の
あ
る
方
に
均
盤
特
性

を
お
知
ら
せ
し
、
籾
霽
に
強
い
迴
物
の

計
画
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
の
も

の
で
y
。
ぜ
ひ
ご
呪
く
だ
さ
い
。

配
布
・
間
先
一

千
住
本
庁
舎
・
構

造
係

　
(
3
8
8
2
)
-
1
1
1

㈹
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

国

保

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た
に
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ
の

扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

会
社
等
か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
何

も
連
絡
が
な
い
た
め
。
手
続
き
を
し
な

い
と
。
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
動
務
先
の

健
康
保
険
証
。
国
民
健
康
保
険
証
、
届

出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

墜
厄
扈
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅
れ
た
場

合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
か

ら
き
か
の
ぼ
っ
て
か
か
ひ
ま
す
か

、
医

廡
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原
則
と

し
て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
=

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書

(資
格
喪
失
証
明
書
、
離
職
票
、
退
職

証
明
一
な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
)
、届
出
人
の
印
か
ん
、届
出

人
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の

(運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
貼
付
の
も

の
。
た
だ
し
、
お
持
ち
で
な
い
方
や
代

理
人
の
場
合
は
不
要
ン

家
族
が
す
で

に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
は
、
国
民
健
康
保
険
証
/
7
0歳
未
満

の
方
で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
(
国

民
年
金
を
薩
く
)
の
受
給
者
は
、
年
金

証
掏
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
書
を
窓
口

に
持
参

※
届
出
人
が
代
理
人
(
本
人

お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)
の
場

合
や
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
な
い

と
き
は
、
保
険
証
は
後
日
郵
送
と
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
、
変
更
後
1
4日
以
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
先
=

各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
課

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格

賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
ま
す
。病
院
等
に
か
か
る
場
合
。

一
般
加
入
者
が
自
己
負
衵
釡
3

割
に
対

し
て
、表
―
の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。

対
象
=
厚
生
年
金
、共
済
年
金
な
ど
(
国

民
年
金
は
除
く
)
の
受
給
権
の
あ
る
7
0

歳
禾
満
の
方
、
お
よ
び
そ
の
扶
餐
家
族

(扶
養
認
定
は
収
入
制
限
あ
り
)
で

、

次
の
要
件
夲
禹
た
す
方
…
年
金
加
入
期

間
が
2
0年
以
上
ま
た
は
4
0歳
以
降
1
0年

以
上
あ
り
、
自
分
で
掛
金
を
納
め
て
い

た
方
(
た
だ
し
若
年
に
よ
り
年
金
が
全

額
支
給
停
止
の
愬
は
除
く
)

※
図

医
瘠一証
を
お
持
ち
の
方
も
、
該
当
す
る

場
合
は
切
り
偕
え
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
=
年
金
証
書
ま
た
は

年
金
裁
定
通
知
翳
、国
民
健
康
保
険
証
、

印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
。
年
金
証
書
ま

た
は
年
金
裁
定
通
知
書
が
届
い
た
ら
、1
4

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
課

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

表1　退職者医療制度一部負担金割合

※ 保倹料は変わりません

汚
し
た
り
、紛
失
し
た
と
き
に
は

保
険
証
を
再
交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
を
紛
失
、
汚
損
し

た
と
き
は
、
再
交
付
し
ま
す
。
印
か
ん

を
お
持
ち
の
う
え
、
窓
口
で
再
交
付
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険

証
は
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。た
だ
し
、

直
接
交
付
を
受
け
た
い
場
合
は
、
顔
写

真
貼
付
で
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る

も
の
(
運
転
免
許
証
等
ラ
ミ
ネ
ー
ト
カ

バ
ー
の
あ
る
も
の
)
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
本
人
確
認
の
う
凡
、
窓
口
で
お

渡
し
し
ま
す
。
な
お
、
至
急
、
診
療
を

受
け
た
い
場
合
は
「
資
格
取
得
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す
。
医
療
機
関
に
提
示
す

る
と
足
立
区
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
お

よ
び
柔
道
接
骨
師
会
の
協
力
に
よ
り
、

保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
証
明
書
は
、
加
入
者
ま
た
は

同
一
世
帯
の
方
が
保
険
料
の
領
収
麝
な

ど
を
持
参
の
う
λ
、
申
請
を
し
た
場
合

に
限
り
発
行
し
ま
す
。

申
先
=
各
区

民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

年

金

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
↓
″
2

内
容
=
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

※
今
月
の
夜
間
相
談
は
、
産

業
振
興
館
で
行
い
ま
す
。
問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表2　 ねんきん出張相談日程

6
0歳
説
明
会

日
時
=
9
月
1
9
日
(
月
)
、午
前
1
0
時
、

午
後
2
時
の
2
回
(
開
始
3
0
分
前
か
ら

受
付
)
場
所
U
1
中
央
本
町
庁
舎
3
階

会
議
室
対
象
=
昭
和
9
年
1
0
月
2
日
～

H
月
1
日
生
ま
れ
の
方
(
対
象
者
に

は
別
に
通
知
)

内
容
=
年
金
制
度
の

し
く
み
と
受
給
手
続
き
の
説
明
/
個
別

相
談
(
受
付
順
)

問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

お
済
み
で
す
か
　
老
齢
福
祉
年
金
の

定
時
届
の
提
出
と
年
金
証
書
の
返
送

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
の
方
に
は
8

月
に
定
時
届
の
用
紙
と
年
金
証
書

(緑
色
の
手
帳
)
を
送
り
ま
し
た
。
こ

の
定
時
届
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
H
月

支
払
分
か
ら
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
忝
な
く
な
り
ま
す
。
ま
だ
こ
の
定

時
届
の
提
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

至
急
年
金
証
書
と
と
も
に
国
民
年
金
屎

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

教

育

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
国
人
学
校
に
児
童
・
生
徒
を
通
学

さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方
へ
、学
費
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
補
助
金
(
平

成
6
年
度
前
期
4
月
～
9
月
分
)
を
支

給
し
ま
す
。

申
請
=
足
立
区
内
の
外

国
人
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
は
、
学
校
か
ら
の
指
示
に
よ
り

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
(
足
立
区
外
の

外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
は
、
千
住
本
庁
舎
・
私
学
振

興
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
)
。
※
申

請
に
は
、
在
学
証
明
書
(
区
所
定
の
も

の
)
、
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便

局
は
除
く
)
、
印
か
ん
が
必
要
で
す

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
総
務
課
私

学
振
興
担
当

9
月
1
9日
か
ら

無
料
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

都
電
・
都
バ
ス
・
都
営
地
下
鉄
の
新

し
い
無
料
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
(
シ

ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
は
除
く
)
。

対
象
=
(
1
)
身
体
障
害
者
手
帳
(
I
～
6

級
)
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
(
2
)
療

育
手
帳
(
愛
の
手
帳
)
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
(
3
)
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
恩
給
法
の
特
別
項

症
～
第
6
項
症
お
よ
び
第
1
款
症
～
第

5
款
症
ま
で
に
該
当
す
る
方
(
4
)原
子

燔
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
同
法
第
8
条
に
規
定
す

る
厚
生
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
方
お
よ

び
健
康
管
理
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
(
5
)生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世

帯
の
世
帯
員
の
う
ち
1

人
(
6
)旧
母

子
・
準
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
の
世

帯
員
の
う
ち
I
人
(
7
)
児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち
人
申

込
=
左
表
申
・
問
先
―
(
1
)
～
(
5
)
の
方

…
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
7
面
表
5
)
(
6
)

の
方
・
:中
央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6

″
{
J

(
7
)
の
方
…
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

※ 写真は繽4㎝× 横3㎝で最近撮影の正面脱
帽で上半身のもの

掲
示
板

□
同
和
対
策
事
業
「ワ
ー
プ
ロ
(
初
級
)

講
座
」受
講
者
募
集
1
0
月
1
7
日
1
9
1
一

日
、い
ず
れ
も
午
後
6
時
～
9
時
1
0

分
/
3
0人
/
無
料
/
申
込
・
:
9
月
2
6・
2
7

日
午
前
9
時
～
午
後
7
時
に
直
接
窓

口
ま
た
は
電
話
/
都
・
足
立
高
等
職
業

技
術
専
門
校
台
東
分
校
(
台
東
区
橋
場
1
-

―
-
6
都
立
産
業
労
働
会
館
内
)

　
(
3
8
7
6
)
2
9
6
1

□
第
2
1
回
区
民
健
康
ま
つ
り
9
月
2
4

日
(
土
)
、午
後
1
時
～
4
時
/
西
新
井

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
サ
テ
ィ
4
慝
/
健

康
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
、倹
診
実
技

指
導
な
ど
/
足
立
区
医
?
(
団
体
主

催
/
足
立
区
歯
科
医
師
会

(
3
8
8
2
)
7
3
3
7

□
は
り
・
き
ゅ
う
無
料
奉
仕
施
療
9

月
1
5日
(
祝
)
、
午
前
9
時
～
午
後
3

時
/
老
人
会
館
/
区
内
在
住
で
6
0歳
以

上
の
方
/
川
人
(
先
着
順
ン
足
立
区
鍼

灸
(
し
ん
き
ゅ
う
)
師
会
・
天
野

(
3
8
8
1
)
8
2
5
1

□
第
2
回
N
丁
丁
フ
リ
ー
マ
ー
ヶ
。卜

出
店
者
募
集
1
0
月
2
3日
(
日
ン
N
T

T
竹
の
塚
駐
4
1
場
/

区
内
在
住
・
在
動

の
方
(
営
利
目
的
は
不
可
)
/

参
加
費
千

円
/
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

、
年
齢

、

電
話
番
号
を
明
記
の
う

兄
郵
送
ま
た
は
F
A
X

で
(
先
着
8
0
鬯
/

出
店
決
定
者

に
は
郵
送
に
て
詳
細
を
連
絡
/
N
T
T

足
立
支
店
営
業
部
(

〒
1
2
0千
住
中
居
町
1
5
-
1
)

(
3
8
7
0
)
9
0
0
6

F
A
X
(
3
8
7
0
)
9
0
0
7

□
9

月
は
障
客
者
雇
用

促
進
月
間
で

す
。(

ロ
ー
ワ
ー

ク
足
立
で
は
次
の
月

間
事
業
を
展
開
し
ま
す

□
雇
用
用
促
進
街
頭
牛
ヤ
ン
ペ
ー
ン
9

月
1
8
日
(
日
)
、午
後
3
時
～
5
時
/
綾

瀬
駅
柬
ロ
パ
ト
公
園
」/
演
奏
会
や
記

念
品
の
配
布
な
ど
◎

□
障
害
者
就
職
相
談
会
9
月
1
3
日
　

(
火
)
、午
後
1
時
～
4
時
/
綾
瀬
プ
ル

ミ
エ
◎

匸
障
書
者
雇
用
促
進
パ
ネ
ル
展
9
月

1
日
～
9
日
…
区
役
所
中
央
本
町
庁

舎
/
9
月
1
2
日
～
1
6
日
・
:
竹
の
塚
障
害

福
祉
館
/
9

月
1
9
日
恚
J

日
・
:
荒
川
区

役
所
/

く
わ
し
く
は
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足

立
へ

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

有
料
道
路
通
行
料
金

障
害
者
割
引
措
置
の
対
象

1
0月
1

が
ら
拡
大
さ
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
肢
体
不
自
由
の
方
が
運
転

す
る
場
合
に
の
み
、
割
引
制
度
が
適
用

さ
れ
て
瘴
汞
し
た
が
、1
0月
1
日
か
ら

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
自
ら

屈
転
す
る
方
お
よ
び
第
一
種
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
第
一
種
愛
の
手
帳
の
所

持
者
を
乗
せ
て
運
転
す
る
介
護
者
等
に

も
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

割
引
証
の
交
付
は
9
月
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
管
轄
の
各
福

祉
事
務
所
(
7
面
表
5
)
の
障
害
者
援

護
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

工
事
の
た
め

休
園
し
ま
す

興
野
ふ
れ
あ
い
公
園

拡
張
工
事
の
た
め
、
平
成
7
年
3
月

上
旬
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん

。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
公
園
課

　
(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

□ ホストファミリー募集( 東京都高校生留字事業) 　受入期間は平成7年3月中旬から約1年間/都内在住で留学生を家族の一員として受け入れていただけるご家庭。個室の有無や語
学力は不問/家族の一員として必嬰な生活費( 主に食費) を負担していただきます/募集期限は9月30日/聊粢亰乱文化振嘱余留学串礇課　( 3443) 0051
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福

祉

該
当
す
る
か
た
は
手
続
き
を

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度
に
は
、
老
人
保
健
法

に
よ
る
医
療
制
度
の
色
(

国
の
制
度
)
、

都
の
老
人
医
療
助
成
制
度
四
珊
、
区
の

看
護
料
差
額
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

(
表
1
)

。こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
方

で
、
医
療
証
の
な
い
方
お
よ
び
一
部
負

担
金
の
特
例
(
表
I
※
印
)
に
該
当
す

る
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
医

療
係

表1　老 人 医 療 制 度 表2　( 福)所得制限基準額表

( 7月1日～7年6月30日適用)

※ 扶養人数が3 人以上の場合は、1 人
増すごとに35万円を加算する

※ 扶養親族が特定扶饗親族( 16歳～22　
歳)の場合は、15万円を加算する( 特
定扶養親族が1 人の場合は、5 万円
のみの加算)

※ 扶養親族が老人扶養親族( 70歳以上)
の場合は10万円を加算する( 老人扶
養親族が1 人の協合は加算なし)

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
9
月
に
更
新
で
す

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
都
営
交
通
機
関

(都
バ
ス
・
都
電
・
都
営
地
下
鉄
)
と

都
内
民
営
バ
ス
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る

定
期
券
で
す
。こ
の
券
の
有
効
期
限
は

毎
年
9
月
末
日
で
す
の
で
。
新
し
い
券

と
お
取
ひ
替
え
し
ま
す
。

□
無
料
の
パ
ス
券

9
月
末
日
ま
で
に
民
生
委
員
が
お
届

け
し
ま
す
。
古
い
券
は
お
返
し
く
だ
さ

い

対
象
=
区
内
在
住
の
7
0歳
以
上
で

表
3
の
基
準
以
下
の
方

問
先
=
社
会

福
祉
協
議
会

3
8
1
1
5
5
0

□
有
料
の
パ
ス
券

対
象
=
区
内
在
住
の
7
0歳
以
上
で
表
3

の
基
準
を
超
え
る
方

日
時
=
9
月
1
9

日
か
ら
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
、
午

前
9
時
I
午
後
2
時
4
5分
(
時
間
厳
守
)

費
用
=
1
万
9
千
5
3
0円

申
込
=
費
用

と
印
か
ん
を
持
参
し
、
直
接
窓
口
へ

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
福

祉
係

表3 シルバーパス所得制限基準表
( 平成5 年中の所得)

注) 1 本人の所得欄のO 内は、所得の種類が公的年金の
揚合、収入金額( 公的年金等控除を行う 前の収入額) が、
おおむねいくらである かを示します。
2 扶養義務者の所得欄のO 内は、所得の種類が給与
所得の楊合、収入金額(給与所得控除を行う前の収入額)
が、おおむねいくらであるかを示します。

届きましたか

心身障害者

医療費受給者証

8
月
下
旬
に
9
月
1
日
か
ら
有
効
の

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
(
図
篋

療
証
)
を
送
り
ま
し
た
。心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
は
、保
険
診
療
の
自

己
負
担
額
を
助
成
す
る
都
の
制
度
で

す
。申
請
し
て
い
な
い
方
は
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。対
象
=
身
体
障
害

者
手
帳
1
・
2
級
(
内
部
障
害
1
～
3

級
)
ま
た
は

、
愛
の
手
帳
1
・
2
度
を

持
つ
方

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給

者
、
施
設
入
所
者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
(
表
4
)

申

請
=
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳
、

健
康
保
険
証
、
印
か
ん
、
転
入
者
は
所

得
証
明
書
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係

申
請
を
　
児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
区
外
か
ら

転
入
し
た
方
な
ど
で
、
次
の
要
件
に
該

当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
児

童
手
当
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
3
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
公
務
員
の

方
は
勤
務
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
受
給
資
格
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

手
当
月
額
=
1
8
歳
未
満
の
児
童
の
中

で
、3
歳
未
満
の
1
番
目
の
児
童
に
5

予
円
/
2
番
目
の
児
童
に
5
千
円
/
3

番
目
以
降
の
児
童
に
は
1
万
円

な

お
、
支
給
は
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

申
込
9
保
護
者
名
義
の

都
内
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局

を
除
く
)
、
年
金
手
帳
、
健
康
保
険
証
、

印
か
ん
(
ゴ
ム
印
は
不
可
)
を
窓
口
に

持
参

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児

童
助
成
係

不
要
に
な
っ
た
車
い
す
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

北
部
福
祉
事
務
所
で
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
か
ら
不
要
に
な
っ
た
車
い
す

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
方
々
に
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
貸
し
出
し
の
申
し

込
み
が
多
く
、
台
数
不
足
で
申
し
込

み
に
す
ぐ
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
状
況

で
す
。
有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

問
先
=
北
部
福
祉
事
務
所

(
3
8
8
3
)
6
8
0
0

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
の
方
へ

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
が
な
く
な
り
ま
す

1
0月
1
日
か
ら
3
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
の
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
が

な
く
な
り
ま
す
。
医
療
証
を
交
付
さ
れ

て
い
な
い
お
子
さ
ん
の
ご
家
庭
に
は
ご

案
内
と
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

申
請
書
の
提
出
が
な
い
と
1
0月
1
日
か

ら
の
医
療
証
が
交
付
で
き
ま
せ
ん

。
ま

だ
申
請
書
が
お
手
元
に
あ
る
方
は
至
急

提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
育
成
手
当
(
育
成
手
当
・
障
害
手
当
)

□
児
童
育
成
手
当
(
月
額
1
万
2
千
5
0
0

円
)
対
象
儿
杤
歳
未
満
の
児
童
(
1
8

歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日

以
前
)
で
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ

る
児
童
父
母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
母

が
死
亡
、生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母
に

1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た

は
母
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
`
曹

れ
て
い
る
/
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し
た
児
童
で
、
父
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
/
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障

害
が
あ
る
方
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・

2
級
程
度
)

□
障
害
手
当
(
月
額
1
万
4
干
5
0
0円)

対
象
=
2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

・
:精
神
薄
弱
で

「
愛
の
手
帳
」1
～
3

度
/
身
体
障
害
で
「
身
体
障
害
者
手
帳
」

―
・
2
級
/
脳
性
ま
り
ま
た
は
進
行
性

筋
萎
縮
症

※
い
ず
れ
も
、
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
ま
た

。
状
況
に
よ
り
申

請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
の

で

、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

表4　( 障) 医療証・所得制限

● 蟇じるし蟇羣額は、総収入がら卷医癲証交付基準に基づく控除額を差し引い茫金額です( 単位: 千円)

心
身
障
害
(

児
)
の

巡
回
相
談
(
予
約
制
)
を
行
い
ま
す

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

専
門
の
医
師
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。補
装
具
、就
鵈
な
ど
の
相
談
は

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。日

時
a
1
0
月
2
6
日
(
水
)
、午
後
1
時
～
3

時
場
?
‥
竹
の
罹
障
害
福
祉
館
定

員
=
1
0
0人

※
当
日
は
、
全
館
巡
回
相

談
に
使
用
す
る
の
で
、一
般
の
方
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、車
で
の
来

場
は
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

申
込
期
間
=
9
月
1
9
日
～
3
0
日
申
込

=
電
話
袤
た
は
直
接
窓
口
(
予
約
制
)

申
・
問
先
=
管
轄
の
各
福
祉
事
務
所
(
表
5
)

表5 福止事務所一覧

「
敬
老
祝
品
」と
「
マ
ッ
サ
ー

券
」

を
贈
呈
し
ま
す

9
月
迂
日
現
在
。
区
内
に
住
所
の

あ
る
胃
寿
、
傘
寿
、
米
寿
の
方
に
、

長
寿
を
祝
う
記
念
品
と
マ
ッ
サ
ー
ジ

券
を
2
枚
贈
呈
し
ま
す
。対
象
=

▽
喜
寿
(
満
7
7
歳
)
大
正
6
年
4
月

2
日
～
大
正
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方
…
カ
シ
ミ
ア
入
り
純
毛
毛
布

マ
傘
寿
(
満
8
0
歳
)
大
正
3
年
4
月

2
日
～
大
正
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方
・
-
・
陶
製
茶
器
セ
ッ
ト
マ
米
寿
　

(
満
8
8歳
)
明
治
3
9
年
4
月
2
日

～
明
治
4
0年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

…
羽
毛
ふ
と
ん

※
マ
ッ
サ
ー
ジ
券

の
有
効
期
限
は
平
成
7
年
3
月
1
5日

ま
で
で
す
。
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
先
l
社
会
福
祉
協
議
会

　
(
3
8
8
8
)
1
5
5
0
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1
6ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

日
時
儿
…
一
月
1
8
日
～
刀
一
日
、
2
5
2
6
日
、

午
後
6
時
～
8
時
3
0
分
盪
T
青
年

セ
ン
タ
ー

対
象
―
区
内
在
住
・
在
動

の
1
6
歳
以
上
の
方
で

、
全
日
程
受
講
可

剪

芳

定
員
=
2
4
人
(

抽
選
)

費
用
―
無
料

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職

業
(
動
務
先
)
、「1
6ミ
リ
講
習
会
応
募
」

と
明
記

期
限
=
9
月
2
1日
必
着

申
・
問
先
―
中
央
図
書
館

〒
1
2
3梅田
7
-
1
3
-
1

(
3
8
4
0
)
4
6
4

○

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

●
障
害
者
と
歩
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

●
社
会
福
祉
講
座
「
義
足
の
鉄
人
か
ら
の

発
信
」

□
障
害
者
と
歩
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

「
発
見
!
・わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
」

街
で
何
か
に
困
っ
て
い
る
障
害
者
を
見

か
け
た
と
き
に
、「
ス
ム
ー
ズ
に
声
を
か

け
ら
れ
た
ら
・
:
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
声
を
か
け
ら
れ

る
、
そ
ん
な
自
分
に
な
る
き
っ
か
け
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
9
月
1
7

日
(
土
)
、
午
後
L
時
～
3
時

内
容
=

ビ
デ
オ
「
街
で
障
害
者
に
出
会
っ
た

ら
」、
体
験
談
報
告
、車
い
す
介
助
、ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
体
験

□
社
会
福
祉
講
座

ト
ーフ
イ
ア
ス
ロ
ン

に
賭
け
る
「
義
足
の
鉄
人
か
ら
の
発
信
」

体
に
障
害
が
あ
る
こ
と
は
、「
生
き
る

こ
と
」
の
障
害
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を

示
し
、人
と
し
て
当
た
り
前
に
自
分
ら

し
く
生
き
て
い
る
青
年
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
闃
い
て
く
だ
さ
い
。日
時
=

1
0
月
1
日
(
土
)
、午
後
1
時
～
3
時

ゲ
ス
ト
上
白畑
俊
男
氏
(
ト
ラ
イ
ア
ス

リ
ー
ト
)
、内
田
充
彦
氏
(
義
肢
装
具
士
)

※
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に
、
リ
フ

ト
付
き
バ
ス
を
会
場
と
竹
の
筱
障
害
福

祉
館
の
閭
に
運
行
し
ま
す
。
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

-

い
ず
れ
や
ト
ト

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=
西
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ジ
発
売
中
で
す

価
格
=
単
品
2
0
0円
、i
色
セ
ッ
ト
8
0
0円

販
売
場
所
=
千
住
本
庁
舎
・
情
報
公
開

課
、
中
央
本
町
庁
舎
・
情
報
公
開
課
分

室

問
先
よ

本
庁
舎
・
広
報
課
　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

世
論
調
査
を
行
い
ま
す

9
月
2
1日
～
1
0月
5
日

区
で
は

、
区
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
区

政
に
生
か
す
た

め
に

、毎
年
「
足
立
区
政

に
関
す
る
世
論
調
査

」
を
行
っ
て
い
ま

す
。今
回
の
テ
ー
マ
は

、「
区
内
の

。み
ど
P

」
、「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」
、「
エ
イ
ズ
」

ほ
か
で
す

。
調
杏
ほ

区
が
委
託
し
た
調

査
会
社
の
専
門
調
査
員
が
訪
問
し

、
聞

き
取
り
で
行
っ
て
い
ま
す

。
結
果
は
統

計
的
に
数
字
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
個

人
の
名
前
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。ぜ
ひ
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
1
9
月
2
1日
よ

…一
月
5
日

対
象

―
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
選
ん

だ
迴
黔
T
8
0
歳
未
満
の
区
民
2
干
入

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
係

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
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□ 10月10日は 君が遊名人
10月10日の体育の日、いろいろ

なスポーツや遊びを体験してみま
せんか?メイン会場では、各種ス
ポーツ体験・ゲームコーナなど、
子どもから大人まで楽しめる遊び
感覚の催しが盛りだくさんX! な
お、くわしくは、9月25日号「あ
だち広報」でお知らせいたします。
日時=10月10日( 祝) 午前9時30
分～午後4時会場=荒川河川敷
(千 住新橋緑地グ ラウンド) 、区内
各体育館 ・屋内プ ールなど

□ キックベースボール・ミニサッ
カー 参加者募 集!
チームを作 って参加し てみませ

んか。 日時=10 月10日、午前9
時 場 所= 千 住 新 橋グ ラ ウ ン ド(
虹の広 場) 対 象= 区 内在住の方
(スポーツで 遊びたい 人) チー
ム編成= キ ック ペース( 1 チ ーム6
人/ 中学生以上) 、ミニサ ッカー( 1
チ ーム5 人/ 小学生 以上) ※

大人、子ど も、男 女混合可 申込=
電話または直接

――いずれも――
問先= 千住本庁舎・体育振興係
　3882一員11㈹

青年講座
「もっと知りたいアイヌ民
族―国際先住民年をふり
返って―」

講座を通して先住民族とは何か
を考えます。最終回には、アイヌ
の伝統料理を楽しみます。日
時=10月1・8・22日( 全3回)
いずれも土曜日。午後5時～7時　
( ※ 22日のみ午前10時～午後2
時) 対象= 高校生以上の方 定
員=30 人( 先着順) 費用==料理
材料費 申込=電話 塲・申・問
先= 青年センター
3890―0061

東京足立少年少女合唱団
ホームコンサート・

イン・オータム

日時=9 月24日( 土) 、午 後6 時開
場 、午後6 時30分開演 場所= 竹
の塚センター ※ 満員 の際は入場
をお 断り するこ と力iあり ます 曲
目= 「ゆかいに歩け ば」、「七つの
子」、「歌の翼」、「小さ い秋見つけ
た」ほか 問先= 事務局・薬師神
　3852 ―3232( 夜間)
または千住本庁舎 ・文化振興係
3882- 1111 ㈹

少年活動リーダー講座 第3 期
「 つ く っ て 遊 ぼ う 」

～段ボ ール遊具をつく る～
子ども のころ に遊んだ、身 近な

素材を使い 、ち ょ つとした工夫 で
おもしろい 玩具をつく って遊 びま
す。 。調師= 檜山永次氏( クラ フ
ト パ ッケ ージデザイナ ー) 日時=10
月11 ・18・25日、い ずれも 午後

7時～9時場所=青年センター
対象=16 歳以上で青少年育成活動
にかかわっている方 費用= 材料
費実費 申込=電話 期限=9 月28
日 申・問先= 千住本庁舎・少

年育成係 　3882―1111㈹

第44回足立区文化祭 展示部門
文化 ・芸術のさまざ まな 分野で
活躍し ている方の日ごろ の成果を
展示し ます。ぜ ひご 鑑賞ください。
日時 ・場所= 下表のとお り( いず

れの会場も入場無料) 問先= 千
住本庁舎・文化振興係
3882―1111㈹

総合展覧会

※ ただし、各展示とも最終日は午後6 時までです。

ちびっこあつまれ
ちびっこまつり

東部障害福祉総合センターで
は、センターで行っている幼児指
導事業を区民のみなさまに知って
いただくため、「ちびっこまつり」
を開催します。乳幼児・小学校低
学年の小さいお子さんが楽しめる
企画がいっぱいです。日時=9
月18日、午前10時～午後2時内
容== 縁日、ト ラン ポリン、人 形劇、

ゲ ーム、模擬店、 バザー、事業紹
介 など ※ 車での来 所はご 遠慮く
ださ い 場・問先= 東部障害福祉
総 合センター幼児指 導係
3849 ―1379

「' 94クリーン東京フェス

ティバルi n足立」

「清掃工場見学」など

日時=9月11日( 日) 、午前10時～
午後4時( フリーマーケットは

午前10時～午後3時) 場所=足
立清掃工場 ※ 駐車場はありませ
ん 問先= 足立清掃工場
3859- 4475

フリーマーケットに関しては…中
央本町庁舎・リサイクル推進課
3880―5206

ふれあい動物園

ポニーに乗って
みませんか?

やぎ、ひよこ、モルモットなど
となかよしになれます。日時=
9月25日( 日) 、午前10時～午後3
時 ※ 雨 天の場合は10月2 日 場
所= 千住旭 公園 問先= 中央 本町
庁舎・公園 課
3880 ―5261

「あだち広報」は再生紙を使用しています T. N. K. 240, 000


